
安定して走行できる自転車構造の研究
兵庫県立加古川東高等学校 理数科課題研究4班

動機と目的

仮説

評価方法 実験

まとめ

予備実験

今後の展望

A１：暗い部分

自転車死亡事故の高齢者の割合が高い

文献調査の結果、自転車の安定性には①重心の位置、②タイヤ
のサイズ、③キャスター角・トレイルの3つが重要であり、私たち
はこの3つの要因それぞれではなく、組み合わせによって安定性を
最大化できると考えた。

・小型の自転車模型を作製し条件①②③を変えて走行させ、
「直進安定性」と「倒れにくさ」を調べる
・直進安定性は（直進距離）／（基準線を越えた面積）を比較
倒れにくさは走行距離、走行時間を比較

① ② ③

①目的：測定方法の確立
方法：斜面で円盤を転がして初速度を一定にし、下りきってから計測
＜測定方法＞
・走行時間...ストップウォッチで測定
・直進距離...メジャーで測定
・走行距離...録画からタイヤの回転数を求めて計算
＜結果・考察＞
斜面をうまく転がらない場合があった
→レールを改良する必要がある

※直進安定性の値を評価基準とする

※走行距離がタイヤ1.5周（約786

ｍｍ）以下のものは不十分な条件の
ものとして省く
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②目的：実験に使用する自転車模型を作製する
走行テストをして実験に使用できることを確かめる

結果：試作品3号は走行に成功したため実験に使用する

図5 試作品3号
フレーム：ポリエステル樹脂（３Dプリンタ）
タイヤ ：木材（レーザー加工機）

自転車の走行安定性を高めることで事故を減らせるのでは？

近年の高齢化に伴い、対策は急務

・実施した実験結果の解析
・別の条件（タイヤの大きさ/キャスター角・トレールの正負）での
実験の実施

・3条件の変更を組み合わせて実験を実施

先行研究を調査したが安定走行に関するメカニズムは完全には
解明されていない➔その解明を目指す
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図3 評価例

＜既知事実＞
・重心➔低いほうが安定
・タイヤ➔幅が太いほうが安定
・キャスター角、トレイル➔＋の方向に大きいほうが安定

人が乗らない場合は自転車の重心は下・前のほうが
安定する
人が乗る場合は重心は下・後ろのほうが適している

と考えられる

重心が下・前にあるとき走行
距離のばらつきが小さく、
上・後ろにあるときばらつき
が大きかった

目的 自転車の重心の位置の違いによる安定性の変化を調べる

方法

・自転車模型に30gの粘土を重りとしてつけ自転車を走行させる
・重りの位置を変えることで重心の位置を上・下・前・後に変える
※重心の位置は2箇所から糸で吊るした際の糸の延長線の交点
・基準線は10cm間隔で設ける

結果（一部）

人が乗る場合、重心が前にあるとハンドル操作がしづらいため適
さないと考えられる
重心が上にある時、ぶれが小さい角度でも倒れやすくなると考え
られる


